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女5．686（一5D
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町
政
コ
ー
ナ
ー

米
作
り
農
業
の
近
代
化

　
　
　
ほ
場
整
備
事
業
同
意
書
ま
と
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
政
コ
ー
ナ
ー
｛
“

　
町
東
部
地
区
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業

計
画
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
受

益
農
家
の
同
意
書
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た

十
一
月
末
現
在
で
そ
の
同
意
率
は
九
八

，
％
と
い
う
高
い
率
で
あ
る
が
、
こ
の
数

字
も
関
係
者
の
努
力
で
さ
ら
に
上
昇
し

て
お
り
、
最
終
的
に
は
か
ん
排
事
業
と

同
様
百
％
に
近
い
も
の
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
町
基
盤

整
備
事
業
推
進
協
議
会
そ
の
他
事
業
の

指
導
推
進
に
当
た
つ
た
関
係
者
の
異
常

な
熱
意
と
、
関
係
農
家
の
こ
の
事
業
に
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対
す
る
期
待
が
端
的
に
示
さ
れ
た
数
字

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

態
勢
の
も
と
に
来
年
度
か
ら
い
よ
い
よ

事
業
が
実
施
に
移
さ
れ
る
と
い
う
新
し

い
段
階
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
二
十
三
億
を

　
　
　
　
こ
え
る
事
業
費

　
す
で
に
、
千
手
・
上
野
－
橘
の
三
地

区
に
ま
た
が
る
八
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

ほ
場
が
整
然
と
区
画
さ
れ
た
青
写
真
が

で
き
て
い
る
。
　
］
区
画
三
〇
ア
ー
ル
、

農
道
は
幹
線
六
メ
；
ト
ル
、
支
線
五
～

穫

．
轟

二
騰
墨
灘
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－
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レ

四
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
で
あ
る
が
、
特
に

新
町
新
田
か
ら
十
日
町
市
稲
葉
ま
岬
．
・
の

間
を
県
道
と
ほ
ぼ
平
行
に
そ
の
西
側
を

一
直
線
に
走
る
四
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の

幹
線
農
道
は
、
そ
れ
自
体
す
ぱ
ら
し
い

バ
イ
パ
ス
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
工

事
期
間
は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
五
十

年
度
ま
で
の
五
年
間
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
事
業
費
は
十
六
億
六
千
二
百
万
円

主
体
と
す
る
か
ん
排
事
業
費
の
六
億
八

千
万
円
を
合
わ
せ
る
と
総
額
二
十
三
億

四
千
二
百
万
円
と
な
る
。

の
構
想
が
は
じ
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

五
年
前
と
現
在
と
ヌ
、
は
米
作
農
業
に
対

す
る
客
観
情
勢
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

事
業
の
意
義
は
少
し
も
減
退
し
な
い
ば

か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
に
朗
す
る

期
待
と
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
農

業
従
事
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
で

で
あ
る
。
こ
れ
に
川
西
ダ
ム
の
新
設
と
，
現
在
の
よ
う
な
農
作
業
方
式
で
は
や
が

北
沢
ダ
ム
（
五
升
苗
）
の
か
さ
上
げ
を
　
て
行
き
づ
ま
り
が
来
る
と
い
う
危
機
感

変
わ
っ
た

　
　
　
客
観
情
勢

こ
れ
ら
、
い
わ
ゆ
る
基
盤
整
備
事
業
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県
政
懇
談
会
の

　
　
　
町
　
代
　
表

　
先
月
二
十
五
日
、
十
日
町
で
開
か
れ
一

た
県
政
懇
談
会
に
、
郡
市
四
市
町
村
か
’

ら
各
八
人
の
住
民
代
表
が
参
加
、
特
に

当
町
代
表
の
活
発
な
発
書
は
注
目
さ
れ
一

ま
し
た
。
ま
た
、
憲
井
タ
キ
さ
ん
が
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

十
日
町
会
場
を
ル
．
籔
し
て
、
テ
レ
ビ
座
噛

談
会
に
出
席
す
る
と
い
う
後
日
談
も
あ
一

り
ま
し
た
。
県
側
の
答
弁
を
｝
つ
だ
け
一

紹
介
す
る
と
、
山
岸
真
治
さ
ん
の
質
問
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

に
対
し
、
農
政
企
画
課
長
が
次
の
よ
う
・

に
答
え
ま
し
た
。
①
ほ
場
整
備
事
業
を
一

四
十
六
年
度
か
ら
五
か
年
の
工
事
期
間
一

で
実
施
す
る
。
そ
の
結
果
の
省
力
効
果
…

と
し
て
、
現
況
の
十
ア
ー
ル
当
り
百
四
噛

十
五
時
間
に
対
し
、
計
画
で
は
約
三
分
｝

の
騨
、
五
十
二
時
間
に
な
る
。
②
第
二
一

次
構
造
改
善
事
業
は
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
一
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と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
等
の

大
型
機
械
が
す
で
に
身
近
な
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
る
情
勢
が
、
こ
の
事
業
に
対

す
る
認
識
を
改
め
さ
せ
、
三
反
区
画
を

大
き
す
き
る
と
感
じ
な
く
さ
せ
て
い
る

　
こ
の
こ
と
は
、
か
ん
排
・
ほ
場
整
備

事
業
に
引
き
つ
づ
い
て
、
ぜ
ひ
と
も
第

二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
を
導
入
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
機
械
化
｝
貫
作
業
体
系

に
よ
る
近
代
的
営
農
体
制
の
確
立
が
急

務
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
米
産
地
と
し
て

　
　
　
　
生
き
る
条
件

　
米
作
り
は
、
い
ま
農
政
史
上
か
っ
て

な
い
生
産
過
剰
と
い
う
試
練
に
直
面
し

て
い
る
。
し
か
も
、
農
業
生
産
総
額
の

八
五
％
を
米
で
占
め
る
川
西
町
と
し
て

は
、
近
い
将
来
に
お
い
て
米
に
代
わ
る

農
産
物
を
見
い
だ
す
こ
と
は
至
難
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
需
給
事
情
の
い
か

ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
米
産
地
と
し
て
生

き
残
ら
ね
ば
な
ら
な
い
宿
命
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
ま
計
画
さ
れ
て
い

る
県
営
か
ん
排
・
ほ
場
整
備
の
二
つ
の

事
業
と
、
そ
の
次
に
予
定
さ
れ
て
い
る

第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
の
完
遂
は

最
低
限
度
の
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
示
し
た
関
係
者
の
熱
意
を
最
後
ま
で

ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
持
続
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

囹
行
　
　
事

　
十
二
月

　
二
日
　
第
二
次
構
造
改
善
事
業
現

　
地
調
査

九
臼
　
民
生
委
員
会

十
日
　
保
護
司
会
、
千
手
地
区
嘱

臼
託
員
会
議

十
三
日
　
千
手
地
区
簡
易
水
道
建

　
設
工
事
落
成
式
、
十
時
か
ら
役

　
、
腸
で
。
ま
た
、
配
水
池
現
場
で

　
、
薮
氷
式
も
胃
な
う
◎

十
五
臼
　
町
議
会
定
例
会
を
会
期
．

　
八
日
間
の
予
定
で
招
集
、
こ
の

　
日
は
条
例
関
係
そ
の
他
を
審
議

　
し
て
、
い
っ
た
ん
休
会
す
る
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
職
員
給
与

　
条
例
・
町
立
学
校
設
置
条
例
・

　
職
員
の
休
日
、
休
暇
に
関
す
る

　
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
歯
科

　
診
療
所
特
別
会
計
設
置
条
例
等

　
の
新
設
、
四
十
四
年
度
各
会
計

　
の
決
算
認
定
、
四
十
五
年
度
各

　
会
計
の
補
正
の
ほ
か
、
川
西
農

　
協
農
機
車
両
整
備
工
場
に
関
す

　
る
請
願
な
ど
四
件
の
請
願
を
審

　
議
し
、
臼
程
の
最
後
に
、
町
政

　
に
対
す
る
｝
般
質
問
を
予
定
し

　
て
い
る
。
議
会
再
開
は
二
十
一

　
二
十
二
の
両
日
。

十
八
臼
　
役
場
職
員
交
通
安
全
研

　
修
会
、
十
警
の
係
官
を
講
師
に

　
午
後
一
時
か
ら
会
議
室
で
。

役
場
の
年
末
年
始
　
二
十
八
日
御

　
用
納
め
・
大
そ
う
じ
、
二
十
九

　
日
か
ら
休
み
に
は
い
り
、
四
日

に
御
用
始
め
．
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み
ん
な
の
農
業
者
年
金
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
一
日
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
は
、
月
額
七
五
〇
円

　
昭
和
四
十
三
年
か
ら
運
動
を
繰
り
広
げ
、
そ
の
実

現
を
望
ん
で
き
た
農
業
者
年
金
基
金
法
が
成
立
し
、

明
年
一
月
｝
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の

　
　
　
ね
　
ら
　
い

　
大
別
し
て
、
二
つ
の
ね
ら
い
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
。
農
業
は
、
い
ま
ま
で

の
よ
う
な
零
細
経
営
で
は
、
他
の
産
業

に
つ
い
て
い
け
な
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
経
営
規
模
を
ふ
や
す
た

め
に
、
土
地
の
動
き
を
ス
ム
ー
ス
に
し

て
、
規
模
を
拡
大
し
た
い
時
、
容
易
に

農
地
が
手
に
は
い
る
よ
う
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
農
業
の
経
営
者
は

六
十
歳
に
な
っ
た
ら
後
継
者
に
経
営
を

譲
り
な
さ
い
。
譲
り
渡
し
た
人
に
は
年

金
を
よ
け
い
支
給
し
ま
す
よ
と
い
う
、

い
わ
ば
、
農
業
の
若
返
り
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
と
農
業
者
年
金

を
合
算
し
て
、
厚
生
年
金
並
み
に
約
二

万
円
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。経

営
移
譲
に

　
五
年
で
百
万
の
年
金

　
農
業
者
年
金
は
、
　
「
農
業
者
年
金
基

金
」
と
い
う
特
殊
法
人
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
ま
す
。
こ
の
基
金
は
、
年
金
と
同

時
に
次
の
よ
う
な
仕
事
も
あ
わ
せ
て
行

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
そ
の
、
あ
ら
ま
し
を
お
伝
え
し
ま
す
。

な
い
ま
す
。

◎
離
農
給
付
金
の
交
付

◎
離
農
者
か
ら
の
農
地
の
買
い
入
れ

　
売
り
渡
し
、
融
資
等

　
以
下
、
基
金
の
行
な
う
仕
事
に
つ
い

て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
農
業
者
年
金

一
　
ど
う
い
う
人
が
加
入
す
る
の
か

　
　
加
入
資
格
に
は
、
当
然
加
入
と
任

　
意
加
入
の
二
つ
が
あ
り
、
加
入
後
は

　
い
ず
れ
も
同
一
の
資
格
に
な
り
ま
す

　
　
当
然
加
入
と
い
う
の
は
、
農
業
経

　
営
面
積
五
十
ア
ー
ル
以
上
で
、
二
十

　
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
人
が
加
入

　
し
ま
す
。

　
　
任
意
加
入
の
方
は
、
①
農
業
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
面
積
三
十
ア
ー
ル
以
上
で
、
年
間
七

　
百
時
間
以
上
経
営
に
従
事
す
る
二
十

　
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
人
、
②
当

　
然
加
入
の
経
営
者
の
後
継
者
で
、
三

　
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
が

』
加
入
で
き
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
当
然
・
任
意
と
も
、
国

　
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
所
得

　
比
例
方
式
に
も
加
入
し
て
い
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
　
ど
ん
な
年
金
が
も
ら
え
る
の
か

　
－
　
経
営
移
譲
年
金

　
　
　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
二
十

　
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、
自

　
分
の
農
業
経
営
を
、
後
継
者
あ
る

　
い
は
第
三
者
に
移
譲
し
た
場
合
に

も
ら
え
ま
す
。

　
　
移
譲
は
、
経
営
農
地
全
部
（
三

　
十
ア
婁
ル
以
上
）
に
な
り
ま
す
が

　
第
三
者
移
譲
に
限
っ
て
十
ア
ー
ル

　
程
度
の
自
留
地
を
残
し
て
も
よ
い

　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
・

　
　
給
付
は
、
ω
六
十
歳
ま
で
に
移

　
譲
し
た
場
合
は
六
十
歳
か
ら
．
④

　
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

　
で
の
間
に
移
譲
し
た
場
合
は
そ
の

　
時
点
か
ら
始
ま
り
、
二
十
年
間
保

　
険
料
を
納
め
た
人
で
一
万
六
千
円

　
二
十
五
年
間
で
は
二
万
円
（
い
ず

　
れ
も
月
額
）
が
も
ら
え
ま
す
。
な

　
お
、
六
十
五
歳
に
な
る
と
他
の
年

　
金
の
支
給
が
始
ま
る
の
で
、
月
額

　
は
十
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

2
農
業
者
老
齢
年
金

　
　
六
十
歳
に
な
る
ま
で
二
十
年
以

　
上
保
険
料
を
納
め
た
人
に
対
し
、

　
経
営
移
譲
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

　
六
十
五
歳
か
ら
支
給
す
る
年
金
で

　
二
十
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合

　
月
額
四
千
円
に
な
り
ま
す
。

3
脱
退
・
死
亡
一
時
金

　
　
三
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
加

　
入
者
が
、
脱
退
し
た
り
死
亡
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r 　

　
場
合
に
給
付
す
る
も
の
で
、
納
め

　
　
た
保
険
料
以
上
の
額
に
な
り
ま
す

　
　
こ
の
年
金
の
最
低
資
格
期
間
は
二

　
十
年
で
、
六
十
歳
ま
で
に
二
十
年
間

　
保
険
料
を
納
め
な
い
と
年
金
受
給
資
［

　
格
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、
制
度
の
発
足

　
す
る
明
年
一
月
一
臼
現
在
で
三
十
六

　
歳
を
こ
え
る
人
に
対
し
、
五
年
か
ら

　
十
九
年
を
も
っ
て
最
低
資
格
期
間
と

　
す
る
特
例
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
　
た
と
え
ば
、
五
十
歳
を
こ
え
る
人

　
は
五
年
間
保
険
料
を
納
め
れ
ぱ
よ
い

　
し
、
四
十
九
歳
を
こ
え
、
五
十
歳
を

　
こ
え
な
い
人
な
ら
六
年
と
い
う
よ
う

　
に
、
順
次
、
期
間
が
長
く
な
り
ま
す

　
し
か
も
、
年
金
額
は
、
五
年
間
で
普

　
通
の
十
年
拠
出
分
、
十
年
で
十
三
年

　
拠
出
分
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
有
利

　
な
し
く
み
で
す
。

　
　
加
入
者
の
当
初
保
険
料
は
、
月
額

　
七
百
五
十
円
で
す
。
ち
ょ
っ
と
高
い

　
よ
う
で
す
が
、
経
営
移
譲
を
す
る
と

　
二
十
年
拠
出
で
、
六
十
歳
か
ら
五
年

　
間
に
約
百
万
円
を
も
ら
え
ま
す
か
ら

　
け
っ
し
て
損
は
な
い
掛
金
で
す
。

　
合
算
で
は

　
　
月
二
万
円
を
目
前

　
農
業
者
年
金
が
発
足
し
た
結
粟
、
六

三
　
発
足
時
の
有
利
な
取
り
扱
い

四
　
保
険
料
は
い
く
ら
か

十
五
歳
か
ら
の
す
べ
て
の
年
金
を
合
算

す
る
と
、
ど
の
程
度
の
額
に
な
る
で
し

歯

よ
う
か
、
二
十
年
保
険
料
を
納
め
た
場

合
（
最
低
資
格
期
間
）
を
例
に
計
算
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
国
民
年
金
定
額
分

◎
同
　
所
得
比
例
給
付

◎
農
業
者
老
齢
年
金

◎
経
営
移
譲
年
金

　
以
上
で
、
合
計
（
月
額
）

八
百
円
、
経
営
を
移
譲
し
な
か
っ
た
人

で
は
一
万
七
千
二
百
円
に
な
り
ま
す
。

離
農
給
付
金

　
離
農
給
付
金
は
、
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
五
十
五
歳
以
上
の
老
齢
経
営
主

と
か
、
加
入
資
格
の
な
い
零
細
経
営
主

な
ど
が
、
そ
の
農
地
の
全
部
（
十
ア
！

ル
程
度
の
自
留
地
は
認
め
る
）
を
一
定

の
要
件
で
処
分
し
て
離
農
し
た
場
合
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
要
件
は
、
①
売
り
渡
す
所
有
農

地
が
三
十
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
、

②
売
り
渡
し
の
相
手
は
、
農
業
者
年
金

の
被
保
険
者
や
農
地
保
有
合
理
化
法
人

基
金
等
に
限
り
、
後
継
者
に
移
譲
し
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
支
給
額
は
、
発
足
当
時
五
十
五
歳
以

上
で
、
そ
の
経
営
面
積
五
十
ア
聾
ル
以

上
な
ら
三
十
五
万
円
、
そ
れ
以
外
（
五

十
五
歳
未
満
で
、
任
意
加
入
の
資
格
が

あ
り
な
が
ら
加
入
し
な
か
っ
た
人
を
含

む
）
は
十
五
万
円
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
明
年
か
ら
十

年
間
行
な
わ
れ
ま
す
。
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科
診
療
所

　
　
T
E
L
二
六
八
番
で
す

　
十
月
開
設
し
た
町
立
歯
科
診
療
所
　
号
は
、
千
手
局
二
六
八
番
で
す
。
有

に
公
社
電
話
が
は
い
り
ま
し
た
。
番
　
放
（
川
西
農
協
）
一
〇
〇
八
番
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
農
地
の
買
い
入
れ
等

　
基
金
で
は
、
離
農
希
望
者
等
の
農
地

　
や
そ
の
付
帯
施
設
を
買
い
入
れ
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。
買
い
入
れ
を
す
る
農
地

　
は
、
生
産
性
が
高
い
こ
と
、
近
代
化
が

　
可
能
で
あ
る
こ
と
、
農
振
法
の
農
用
地

，
区
域
で
あ
る
こ
と
、
基
金
へ
の
売
り
渡

　
し
に
よ
っ
て
経
営
移
譲
が
終
了
す
る
こ

　
と
と
い
っ
た
条
件
が
つ
き
ま
す
。

　
　
農
地
等
の
売
り
渡
し
は
、
貿
い
入
れ

　
た
農
地
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、

　
経
営
規
模
拡
大
、
集
団
化
、
そ
の
他
農

　
地
保
有
の
合
理
化
に
役
だ
つ
よ
う
、
被

　
保
険
者
に
売
り
渡
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
売
り
渡
し
の
ほ
か
、
そ
の
農

　
地
の
税
金
程
度
を
負
担
す
る
な
ら
、
小

　
作
料
な
し
で
貸
し
付
け
も
じ
ま
す
。

　
　
農
地
を
、
基
金
か
ら
買
い
受
け
る
際

　
そ
の
取
得
資
金
を
、
長
期
低
利
で
融
資

　
す
る
業
務
も
行
な
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

　
年
利
三
分
、
三
十
年
返
済
、
資
金
わ
く

　
（
枠
）
に
制
限
な
し
で
、
四
十
七
年
か

　
ら
実
施
の
予
定
で
す
。
　
　
　
以
上

　
　
　
　
傘
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
　
み
な
さ
ん
が
、
こ
の
農
業
者
年
金
に

　
つ
い
て
、
問
い
合
わ
せ
や
申
し
出
を
す

　
る
窓
口
は
、
農
協
と
役
場
で
す
。

　
一
　
加
入
の
申
し
込
み
や
脱
退
の
届
け

　
　
保
険
料
納
入
等
は
農
協
ヘ

　
ニ
　
資
格
審
査
や
農
地
の
買
い
入
れ
、

　
　
売
り
渡
し
、
貸
し
付
け
、
離
農
給
付

　
　
の
関
係
は
役
場
（
農
業
委
員
会
）
ヘ

ヨ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
さ
　
　
　
ロ
　
　
　
ヨ
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
さ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
ぎ
　
　
　
さ
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

も
に
ご
利
用
願
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
受
診
の
際
　
　
歯
科
診
療
を
受
轄

け
る
か
た
は
、
初
診
時
で
も
、
あ
ら
か
一

じ
め
、
電
話
で
時
間
等
を
照
会
し
た
う
一

え
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
室
）
　
・
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畢
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異
常
な
早
期
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
道
路
確
保
に
，

日
夜
、
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
冬

の
除
雪
計
面
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
も
申
し
上
げ

た
と
お
り
で
、
協
力
会
の
か
た
が
た
と
連
絡
を
密

に
し
、
全
町
の
み
な
さ
ん
か
ら
御
協
力
い
た
だ
い

て
、
雪
と
の
戦
い
を
展
開
し
こ
れ
を
克
服
し
て
ゆ

く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
・
長
い
冬
、
何
か
と
御
迷
惑

の
か
か
る
点
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
か
、
　
一

致
し
て
御
尽
力
願
い
ま
す
。

除
雪
路
線
は

　
　
駐
車
禁
止

　
十
一
月
豪
雪
の
襲
来

で
、
早
早
に
、
道
路
交

通
確
保
の
た
め
の
本
格

的
作
業
に
は
い
り
ま
し

た
。
今
冬
、
除
雪
路
線

区
域
の
う
ち
次
の
区
間

は
駐
車
禁
止
で
す
か
ら

違
反
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
県
道
小
千
谷
・
千
手

　
・
十
日
町
線
の
浅
河

、
原
か
ら
原
田
ま
で
の

　
間
（
一
〇
・
七
“
㎞
）

◇
国
道
二
五
二
号
線
の
上
野
か
ら
国
道

　
一
一
七
号
線
ま
で
の
澗
（
栄
橋
方
面

全
線
四
・
O
㎞
）

　
以
上
は
、
県
公
安
委
員
会
の
駐
車
禁

止
区
域
で
、
期
間
は
十
二
月
一
日
か
ら

明
年
三
月
三
十
一
日
ま
。
で
で
す
。

　
仙
田
方
面
も

　
　
　
駐
車
し
な
い
よ
う

　
な
お
、
国
道
二
五
二
号
線
の
上
野
・

中
仙
田
間
と
、
県
道
長
岡
・
小
国
・
松

代
線
の
童
子
ケ
島
・
室
島
橋
間
も
、
路

上
に
駐
車
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
協
力
員
　
こ
の
冬
、
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
町
道
路
除

　
の
み
な
さ
ん
　
雪
協
力
員
と

し
て
御
活
躍
く
だ
さ
る
の
は
次
の
か
た

が
た
で
す
。

○
中
島
町
、
阿
部
武
　
○
山
野
田
、
柳

田
紀
一
　
〇
発
電
所
通
り
、
田
中
久
松

○
永
久
公
舎
、
藤
田
宏
太
郎
　
○
下
平

田
中
藤
吉
　
〇
四
郎
兼
、
喜
多
村
林
作

○
東
善
寺
、
平
野
圭
二
　
〇
上
町
、
平

野
義
輔

央
町
、

精
作

校
町
、

彦
治

数
藤
孝
平

○
伊
友
、

酉
蔵

公
舎
、
島
田
朋
衛

策
○
平
見
、
今
藤
留
平

上
村
忠
雄

○
元
町
、
田
畑
基
徳

沢
口
武
三
郎

○
小
根
岸
、
小
海
珍
亮

　
○
田
中
、
南
雲
一
男
　
○
中

南
雲
田
鶴
　
○
神
社
町
、
田
中

○
中
屋
敷
、
市
川
富
二
　
〇
学

関
口
源
治
郎
　
○
寺
尾
、
自
井

○
木
島
、
小
林
申
一
　
〇
沖
立

　
　
○
高
原
田
、
丸
山
恒
正

　
藤
本
秀
雄
　
O
坪
山
、
高
橋

○
霜
条
、
蔵
品
茂
雄
　
○
木
島

　
　
　
　
　
○
鶴
吉
、
田
村
一

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
上
野
、

　
　
○
新
町
新
田
、
渡
貫
栄
｝

　
　
　
　
　
　
○
下
平
新
田
、

　
　
　
〇
三
領
、
高
橋
壱
雄

　
　
　
　
　
　
　
O
星
名
新
田

田
村
文
作
　
○
寺
ケ
崎
、
高
津
徳
治

○
木
落
、
永
井
栄
二
　
〇
塩
辛
、
藤
巻

一
郎
　
O
仁
田
、
水
落
達
一
　
〇
野
口

滋
野
一
郎
　
○
原
田
、
高
橋
辰
太
郎

○
根
深
、
丸
山
初
太
郎
　
○
下
原
、
丸

山
正
平
　
○
室
島
、
高
橋
善
治
　
O
中

仙
田
、
南
雲
哲
治
　
○
小
脇
、
斉
木
定

太
郎
　
○
高
倉
、
高
橋
弥
太
郎
　
○
霧

谷
、
市
川
信
二
　
〇
藤
沢
、
佐
藤
福
松

○
田
戸
、
樋
口
虎
一
〇
越
ケ
沢
考
小

川
長
次
　
○
赤
谷
、
小
川
金
吾
　
○
岩

瀬
、
登
坂
茂
　
○
大
倉
、
中
条
善
一

〇
大
白
倉
、
片
桐
時
夫
　
○
小
臼
倉
、

片
桐
栄
二
　
〇
千
手
、
平
野
正
義
　
黒

島
善
助
　
北
村
栄
作
　
吉
楽
重
一
　
田

中
与
三
郎
　
O
橘
、
藤
巻
寛
治
　
山
家

清
作
　
須
藤
亮
助
　
五
十
嵐
鉄
治
　
丸

＝
＝
＝
劇
＝
＝
囎
＝
噛
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
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二
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＝
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つ
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小
千
谷
市
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十
日
町
市

千
手
ず
い
道

小根

第
一
種
（
無
雪
道
路
）
昼
夜
の
別

　
な
く
二
車
線
確
保
を
目
標
と
す
る
。

第
二
種
（
無
雪
道
路
）
昼
夜
の
別

　
な
く
二
車
線
確
保
を
目
標
と
す
る
が

　
状
況
に
よ
り
一
車
線
幅
員
で
待
避
所

　
を
設
け
る
。

第
三
種
（
無
雪
道
路
）
　
一
車
線
幅

　
員
で
必
要
な
待
避
所
を
設
け
る
の
が

　
原
則
。
状
況
に
よ
り
、
一
時
交
通
不

　
能
も
や
む
を
え
な
い
。

第
四
種
（
雪
上
車
圧
雪
道
路
）
早

　
朝
、
雪
上
車
に
よ
り
道
踏
み
圧
雪
を

　
行
な
う
。

第
五
種
　
第
一
～
四
種
が
平
常

　
に
復
し
た
時
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
か
雪

　
上
車
に
よ
り
道
踏
み
圧
雪
を
行
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

㊧
道
路
の
状
況
、
た
と
え
ば
幅
員
狭

　
小
、
人
家
連
担
、
線
形
不
良
、
な
だ

　
れ
等
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
が
あ

　
る
。

山
一
徳
　
○
上
野
、
上
村
次
夫
○
仙

田
、
小
林
与
作
　
押
木
二
吉
　
斉
喜
政

良
　
長
谷
菊
福
松
　
○
婦
人
会
、
数
藤

タ
ツ
　
○
農
協
、
高
橋
庄
作
（
千
手
）

上
村
晴
夫
（
川
西
）

　
　
　
（
以
上
、
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
　
×
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
X

屋
根
の
雪
降
ろ
し
は

十
分
に
注
意
し
て

　
　
川
西
町
道
路
除
雪
協
力
会
長

　
　
　
　
　
　
丸
山
恒
正

　
昨
年
協
力
会
が
発
足
し
て
か
ら
一
か

年
、
降
雪
期
に
は
い
つ
て
、
本
年
度
も

各
位
の
御
協
力
を
得
て
町
の
除
雪
計
画

実
施
の
手
助
け
を
行
な
い
、
冬
期
交
通

の
確
保
を
図
り
、
事
故
防
止
の
た
め
に

努
力
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
力
会
で
は
、
さ
る
十
一
月
十
九

日
に
総
会
を
開
き
、
本
年
度
の
事
業
や

予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。
会
費
も
、
昨

年
並
み
と
い
う
こ
と
で
決
議
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
今
月
末
ま
で
に
納
入

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
今
後
、
特
に
御
協
力
い
た
だ

き
た
い
点
を
二
、
三
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
の
計
画
に
よ
る
と
『
町
内
主
要
道

路
の
う
ち
、
重
要
性
の
大
き
い
区
間
に

つ
い
て
機
械
除
雪
を
行
な
い
、
道
路
交

路
の
確
保
を
図
り
、
産
業
経
済
の
振
興

と
民
生
の
安
定
に
寄
与
す
る
。
』
こ
と

が
目
的
菰
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
国
、
県
道
の
除
雪
路
線
が
優
先
さ

れ
ま
す
が
、
町
道
を
含
む
そ
の
他
の
道

路
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
点
に
御

注
意
願
い
ま
す
。

一
　
除
雪
騒
線
に
面
し
た
屋
根
の
雪
降

　
ろ
し
を
す
る
場
合
、
必
ず
協
力
員
の

　
指
示
に
従
い
、
交
通
に
支
障
の
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

二
　
圧
雪
（
道
踏
み
）
協
線
で
も
、
屋

　
根
の
雪
降
ろ
し
の
際
は
道
路
面
を
で

　
き
る
だ
け
平
ら
に
し
、
圧
雪
機
等
の

　
通
行
確
保
を
図
る
。

三
　
路
上
に
、
バ
イ
ク
や
自
動
車
等
を

　
絶
対
に
放
置
し
な
い
。

　
ま
た
、
除
雪
に
当
た
っ
て
、
“
一
番
の

問
題
点
は
排
雪
場
所
の
確
保
で
す
が
、

協
力
員
と
密
接
な
話
し
合
い
の
う
え
、

ぜ
ひ
と
も
場
所
の
御
提
供
を
い
た
だ
き

ス
ム
ー
ス
に
除
雪
で
き
る
よ
う
。
以
上

く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

〃
東
京
仙
田
会
の
歌
〃

　
　
募
集

　
東
京
仙
田
会
で
、
会
の
歌
（
歌
詞
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
民
謡
調
で
、
ふ

る
さ
と
の
昧
を
た
っ
ぷ
り
盛
り
込
ん
だ

も
の
が
望
ま
し
く
、
郷
里
か
ら
も
作
詞

の
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
か
ら
、
あ
な
た
も
、
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
め
切
り
は
明
年
一
月
末
。
送
り
先

は
東
京
都
文
京
区
水
道
一
の
四
の
八
、

（
高
橋
方
）
東
京
仙
田
会
事
務
所
。
三

等
ま
で
記
念
品
と
賞
金
を
贈
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
増
築
で

寄
付
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

＊
応
接
セ
ッ
ト
・
千
手
町
農
協
　
＊
同

・
県
信
用
組
合
千
手
支
店
　
＊
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
。
川
西
農
協
　
＊
カ
ー
テ
ン
・

町
商
工
会
　
＊
カ
サ
立
て
・
滝
沢
印
刷

所
＊
同
・
平
野
正
義
＊
白
黒
テ
レ

ビ
・
職
員
互
助
会
　
＊
美
術
彫
金
パ
ネ

ル
・
清
水
孫
六
商
店
　
＊
石
油
ス
ト
ー

ブ
・
高
橋
信
義
（
こ
と
し
な
く
な
ら
れ

た
ご
両
親
十
平
さ
ん
、
ユ
キ
さ
ん
の
香

典
返
し
分
四
万
円
で
購
入
し
た
も
の
）
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み
ん
な
が
、
暖
か
い
お
正
月
を

　
　
－
日
か
ら
箴
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
歳
末
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ
し
い
毎

日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
と
し
も
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

の
た
め
に
、
今
月
輔
日
か
ら
〃
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
〃
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
俺
一
か
月
間

に
わ
た
る
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
募
金
は
、
全
額
、
町
の
お

き
の
ど
く
な
人
た
ち
に
配
分
さ
れ
ま

す
。
ど
う
か
．
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
の
取
り
扱
い
は
社
会

課
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

出
し
く
だ
さ
い
。
お
年
玉
つ
き
年
賀
は

が
き
以
外
の
は
が
き
を
年
賀
状
と
し
て

バ
ラ
で
出
す
際
は
、
　
一
通
ご
と
に
表
面

に
「
年
賀
」
と
朱
記
し
て
く
だ
さ
い
。

★
住
所
を
正
し
く

　
①
あ
て
名
は
正
確
に
②
団
地
に
住

む
人
あ
て
の
も
の
は
む
ね
番
号
や
室
番

号
を
必
ず
書
き
、
③
肩
書
き
（
「
○
○

様
方
」
　
「
×
x
荘
内
」
）
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
駐
車
を
す
る
場
合
、
貴
重
晶
を
車
内

　
に
置
か
な
い
。
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
抜

　
き
取
り
、
ド
ア
に
カ
ギ
を
か
け
る
。

4
　
少
年
の
非
行
防
止

　
　
子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
十
分
注
意

年
賀
状
、
差
し
出

し
は
2
2
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
か
ら
）

　
年
賀
状
の
季
節
で
す
。
差
し
出
す
際

は
次
の
点
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

★
二
士
百
ま
で
に

　
年
賀
状
D
受
け
付
け
は
十
五
日
か
ら

始
ま
り
ま
や
．
元
日
配
達
へ
の
安
全
圏

は
二
十
二
日
て
す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

★
必
ず
郵
便
番
号
を

　
平
常
の
月
の
約
四
倍
、
つ
ま
り
四
か

月
分
の
郵
便
物
が
、
こ
の
十
二
月
一
か

月
間
に
出
さ
れ
ま
す
。
郵
便
番
号
が
正

し
く
、
は
っ
き
り
書
い
て
あ
れ
ば
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
区
分
け
作
業
が
で
き
、

能
率
的
で
す
。
年
賀
状
は
、
郵
便
番
号

を
記
入
す
れ
ぱ
、
都
道
府
県
名
を
省
略

し
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
毛
筆

で
書
く
場
合
で
も
、
郵
便
番
号
だ
け
は

な
る
べ
く
ペ
ン
書
き
で
お
願
い
し
ま
す

★
差
し
出
し
方
法

　
な
る
べ
く
、
町
内
あ
て
・
県
内
あ
て

・
県
外
あ
て
の
三
つ
に
分
け
、
そ
の
旨

を
書
い
た
付
せ
ん
を
つ
け
、
束
ね
て
お

年
末
年
始
の
防
犯

と
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
（
駐
在
所
か
ら
）

防
犯

1
　
戸
締
ま
り
を
完
全
に

　
　
外
出
時
や
寝
る
際
に
は
、
出
入
り

　
口
と
か
窓
に
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
。

2
　
現
金
は
手
元
に
置
か
な
い

　
　
余
分
な
現
金
は
金
融
機
関
に
預
け

　
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
保
管
す
る
。

3
　
車
の
盗
難
に
ご
注
意

　
　
自
動
車
は
車
庫
に
入
れ
南
車
に
も

　
車
庫
に
も
カ
ギ
を
か
け
る
。
夜
間
、

　
路
上
駐
車
は
し
な
い
。
短
時
間
で
も

小
林
　
誠
治
　
中
仙
田
　
　
　
七
八

田
中
ス
ミ
下
原
　
八
四

若
山
増
太
郎
　
新
町
新
田
　
　
八
七

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

麩
筋
・
、
慰
貌
舞
蒜
塘
⑳
顯

婁
譲
蹉
．
．
．
⑳
顯

－
酷
鍵
趨
は
蓋
転
し
熊

懸
箪
羅
讐
人
に
⑳
雛

2
握
爆
襲
起
嚢
い
蕊
顯

皆
経
離
矯
召
鑓
雛
⑳
雛

鶴
騰
羅
離
欝
灘
臨
⑳
翻

距
離
を
＋
分
に
と
る
．
　
　
（
◎
新
郎

3
　
駐
車
規
制
を
守
る
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

　
　
特
に
、
鷹
、
道
路
に
は
絶
対
に
（
◎
灘

　
駐
車
し
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
新
郎

豫
　
　
　
　
．
’
◎
新
婦

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る
　
　
◎
新
婦

高田江北丸丸
橋中口村山山

＋義タ周榮チ
平市ミ平作イ

佐
藤
松
之
治

相
馬
重
吉

保
坂
幸
吉

川
崎
タ
ケ

星
名
與
三
郎

新
町
新
田

高
原
田

上
町

小
白
倉

仁
田

田
　
中

伊
友

木
、
落

大
白
倉

越
ケ
沢

伊
友

七七七七六六六六六五五
六六三二九八七三〇七〇

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（◎

新
郎

◎
新
婦

樋岡藤畑星二，山
口村田田名谷家

　フ：武初昭玲貞
勉ミ雄子義子文

樋
ロ
サ
キ
子

押
木
久
之

丸
山
京
子

春
日
敏
夫

高
橋
幸
子

星
名
　
一
好

柄
澤
鈴
子

星
名
雄
二

南
雲
春
子

平
野
英
雄

小
杉
登
代
子

齋
木
達
治

土
田
和
子

小
林
善
露

田高羽野野藤
村橋鳥澤澤巻

葎　文寛慶昭京
　子平子薯z子

高
橋
美
恵
子

丸吉江田・小佐大増
山井ロ中川藤平田

文健秋正君　 恵安
子一子信代進子弘

　
　
　
　
　
　
⑳
題

　
　
　
　
　
・
◎
◎
顯

木
落
（
◎
◎
翻

欝
か
ら
（
◎
◎
翻

新
発
田
か
ら
（
◎
新
郎

根
深
　
　
◎
新
婦

＋
日
町
逡
（
◎
新
郎

三
　
領
力
ら
　
◎
新
婦

上
野
　
（
◎
新
郎

元
町
　
　
◎
新
婦

羅
か
ら
⑳
翻

中
仙
田
か
ら
（
◎
新
郎

伊
友
　
　
◎
新
婦

沖
立
か
ら
（
◎
新
郎

学
校
町
　
　
◎
新
婦

＋
日
町
か
ら
（
◎
爵

東
善
寺
　
　
◎
新
婦

叶
日
町
か
ら
（
◎
新
郎

刀
脇
　
　
◎
新
婦

秋
田
か
ら
（
◎
新
郎

中
仙
田
　
　
◎
新
婦

小
林
徳
夫

齋
藤
恵
美
子

秦
野
正
平

秦
野
ト
ミ

中
村
年
廣

桐
生
ミ
チ
エ

押小星山清
木林野田水

高
橋
ミ
チ
子

丸
山
＋
紀
雄

島
田
篤
子

茂
野
　
守

茂
野
美
知
子

丸
山
義
紀

冨
澤
明
子

小
林
利
春

丸
山
あ
つ
子

川
崎
　
誠

滝
澤
道
子

丸
山
健
夫

酒
井
ワ
ッ
子

田
村
正
行

小
巻
澤
ヒ
・
ミ

中
屋
敷

上
野
か
ら

仁
田
か
ら

仁
　
田

大
自
倉

大
白
倉
か
ら

チ米チ　　ト久
子雄イ定シー

三元藤野中寺

塩
辛
か
ら
（
◎
爵
大
野
轟

野
　
口
　
　
　
◎
新
婦
　
小
林
　
能
子

野
。
か
ら
（
◎
新
郎
馨
亮
二

伊
友
　
◎
新
婦
小
田
、
章

山
野
田
か
ら
（
◎
藷
清
水
定
司

鶴
　
吉
　
　
　
◎
新
婦
　
清
水
イ
ヨ
子

黎
か
ら
・
◎
◎
驚
麟
難

鑓
か
ら

越
ケ
沢
か
ら
　
片
桐
　
秋
男

小
臼
倉
　
　
　
渡
貫
友
紀
子

小
白
倉
か
ら
　
江
口
　
智
子

仁
田
　
　
中
村
祐
子

木
落
か
ら
長
谷
川
正
一

尾里
か
ら

口沢
か
ら

町領
か
ら

高
原
田

＋
日
町
か
ら

＋
日
町
か
ら

中
屋
敷
”

野
　
口

小
千
谷
か
ら

藤
沢

＋
露
町
か
ら

室
島

中
里
か
ら

東
善
寺

＋
臼
町
か
ら

上
野

　
中
里
か
ら

大
白
倉

中
仙
田
か
ら

塩
辛

神
林
村
か
ら

小
千
谷
か
ら

下
平
新
田

野
　
口

野
　
口
か
ら

う
ぶ
声
f
お
す
こ
や
か
に

學
二
男
小
白
倉

　
栄
長
女
新
町
新
田

逸
雄
長
女
小
白
倉

伊
勢
男
長
女
坪
山

正
黒
長
男
仁
田

納
税
メ
　
モ

　
今
月
は
・
：
・
：

　
　
町
・
県
民
税

　
　
　
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

　
四
月
以
来
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
き
た
町
税
の
納
期
も
、
四
十

五
年
度
は
、
町
民
税
の
一
部
を
除

い
て
今
月
で
終
わ
り
ま
す
。

　
本
年
度
、
町
内
の
皆
さ
ん
が
直

接
納
付
さ
れ
た
町
税
は
、
　
｛
世
帯

当
り
約
二
万
円
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
に
町
外
納
税
者
の
負
担

分
を
合
わ
せ
る
と
約
四
万
三
千
円

に
な
り
、
　
一
気
に
倍
増
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
新
春
か
ら
も
、
．
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
に
。

．
鑑
購

　
　
　
　
　
　
在
埼
玉
金
子
洋
石

柿
｝
つ
減
り
一
つ
減
り
日
を
深
め

と
り
除
く
案
山
子
に
何
か
言
葉
か
く

夜
業
の
灯
時
計
の
振
子
照
ら
し
見
る

霜
深
き
軒
下
南
天
赤
々
と

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

紅
茸
の
大
き
く
出
で
し
落
葉
塚

ふ
さ
き
た
る
納
屋
の
｛
湘
へ
三
十
三
才

　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

ざ
く
り
さ
く
り
踏
込
む
畑
の
霜
柱

毛
布
着
て
夫
の
帰
り
を
待
つ
ひ
と
間

　
　
　
　
　
　
悠
久
荘
金
子
義
夫

街
灯
の
光
の
淡
し
霧
の
朝

大
根
を
洗
う
手
先
の
陽
淡
し

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

落
葉
焚
く
煙
の
庭
を
這
い
過
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

つ
　
　
　
博

電ノ

5，

・
し




